
URL http://www.town.amatsukominato.chiba.jp
info@town.amatsukominato.chiba.jp

この用紙は再生紙を使用しています

発　行／天　津　小　湊　町　役　場　�0470（94）0511

人　口7,492人（前月比－2）
〈男3,634人　女3,858人〉

世帯数2,740戸 （前月比±0）
出生数3人 （男1・女2）
死亡数10人 （男4・女6）

10月1日の人口動態
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町
内
の

で
きご
とあれこ

れ

町
内
の

で
きご
とあれこ

れ

町
内
の

で
きご
とあれこ

れ
お米ってどうやってできるの？

９月２日に小湊小学校５・６年生が、借り上げ水田で地

元農家の森誠治さんを、同月７日には、天津小学校５年生

が深井文雄さんを講師に迎えて、稲刈りを行いました。

両水田とも、講師の先生が水の量や農薬散布などのご苦

労をいただいたお陰で立派に実りました。

両小学校とも天気のよい中、保護者も参加し、手に鎌を

持って昔ながらの稲刈りを体験しました。

刈り取った稲は掛け干し、脱穀、精米をして、講師や地

域の人を交え、正月前にもちつき収穫祭を予定しています。

米作り体験学習～稲刈り・脱穀編～

町
内
の

で
きご
とあれこ

れ

９月５日（日）、町内全域を対

象に防災訓練が実施されました。

各地での避難訓練や消火栓訓

練、小湊中学校校庭を会場とし

た救助訓練や搬送訓練など、悪

天候にもかかわらず、皆さん真

剣に取り組みました。

同日の午後からはコミュニテ

ィセンターを会場に、町消防団

による機関員講習会が行われま

した。この講習会では分遣所職

員を講師に、機械器具の仕組み

から操作までを再確認しました。

「いざ」に備えて

町内全域防災訓練を行いました。

消防士さんのお話
鴨川地域の救急出動は年間１，０００
件、１日３～４件の出動があります。
救急車は鴨川・天津小湊地区で1
台しかないため、出動が重なって
しまうと、一番近いところで千倉
からの出動となってしまい、３０分
ほど余計にかかってしまいます。
適正連絡をお願いします。

町
内
の

で
きご
とあれこ

れ

小湊幼・小・中合同運動会

９月１１日（土）、小湊幼・小・中合同運動会が行われ

ました。小湊中学校にとっては、「小湊中」として開く、

最後の運動会です。生徒たちはもちろん、ＰＴＡのお母さ

んや先生も「小湊魂　永遠

にあれ！」をテーマに、最

後の運動会を盛り上げまし

た。

小湊魂　永遠にあれ！
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９月１２日（日）、ＪＲ東日本が主催する「絶景！鯛のま

ち天津小湊ハイキング」に、町内外から1,050人の参加があ

り、素晴らしい青空の下、行川アイランド駅→おせんころが

し→誕生寺→安房小湊駅までのコースを皆さん各々のペース

でハイキングを楽しんでいました。

町
内
の

で
きご
とあれこ

れ 好天の中1,050人が参加！
絶景！鯛のまち天津小湊　駅からハイキング

町
内
の

で
きご
とあれこ

れ ３町交流スポーツ大会！
高齢者学級

町
内
の

で
きご
とあれこ

れ

本町と鋸南町、富山町の三町高齢者学級｢ふれあいピック｣が、

９月１６日（木）に鋸南町B＆G海洋センターで開かれました。

本町からは２９名が参加し、他町の皆さんとの混合チームでさ

まざまなゲームを楽しみ、交流を深め、楽しい交流会となりま

した。

◆野村利三郎さん（96歳・仲宿）
自分の身の回りの掃除や洗濯などは
全部自分で行い、体はどこも痛いと
ころはなく、一日３食のご飯をおい
しく召し上がっているそうです。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
天
津
小
湊
第

１
団
が
、
地
域
の
環
境
整
備
に
貢

献
し
て
い
る
団
体
と
し
て
、
９
月

１
日
に
町
役
場
で
町
長
か
ら
平
野

久
夫
団
委
員
長
に
奨
励
金
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
天
津
小
湊
第

１
団
は
、
毎
年
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
期

間
に
あ
わ
せ
て
国
道
１
２
８
号
な

ど
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
拾
い
を

行
っ
て
お
り
、
他
に
も
県
道
・
町

道
の
道
路
美
化
運
動
を
行
っ
て
い

る
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

天
津
小
湊
第
１
団
に

道
路
愛
護
団
体
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

◆影山せきさん（96歳・開戸）
お話が得意で、ご飯もいっぱい召し上
がり、視力も遠くのものが良く見える
そうです。

長寿を祝し肖像画を寄贈
ご長寿おめでとうございます

町社会福祉協議会では、毎年、町

内最高齢者の皆さんへ順次肖像画を

お贈りしています。

肖像画は、馬堀遠州画伯に依頼し

制作された油絵で、今年贈呈した方

は２名です。
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いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

11月

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22

28 29

23 24 25 26 27

30

日 月 火 水 木 金 土

天津小湊町役場（９４）０５１１
小湊出張所（コミュニティセンター）

（９５）２８０３
健康管理センター（地域福祉センター）

（９４）２７７１
中央公民館　　　　（９４）２２３０
衛生センター　　　（９４）２０５０
奥谷浄水場　　　　（９５）３００３

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

◎無料相談
■心配ごと相談 １１月　５日（金）
地域福祉センター 午後１時３０分～４時
■法 律 相 談 １１月１６日（火）
地域福祉センター 午後１時～４時
■年 金 相 談 １１月１８日（木）
鴨川市役所 午前１０時～午後３時
受付・午前は１１時、午後は２時まで
■行 政 相 談 １１月１９日（金）
役場住民相談室 午前１０時～午後３時

◎１１月の休日救急医療機関
３日
安房医師会病院
勝山病院
小田病院
７日
安房医師会病院
東条病院
１４日
安房医師会病院
赤門整形外科内科
黒野医院
２１日
安房医師会病院
鋸南病院
２３日
安房医師会病院
西岬診療所
東条病院
２８日
安房医師会病院
館山病院
あかねこどもクリニック
＊受診は急病または外科（ケガ）などの場合にだけお願いします。

＊受診はあらかじめ電話でご連絡ください。

◆毎日24時間で受付
亀田総合病院（内・外・小児・産・耳鼻・眼）
�（92）2211（救急当番医ではありません）

館山（２５）５１１１
館山（５５）２１３８
鴨川（９２）１１２８

館山（２５）５１１１
鴨川（９２）１２０７

館山（２５）５１１１
館山（２２）０００８
天津（９４）０３８３

館山（２５）５１１１
鋸南（５５）２１２５

館山（２５）５１１１
館山（２９）００３０
鴨川（９２）１２０７

館山（２５）５１１１
館山（２２）１１２２
館山（２４）４１５０

住
民
福
祉
課
か
ら

10
月
１
日
か
ら

献
血
者
本
人
確
認
を

全
国
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
る
た
め
、「
本
人
確
認
」

を
10
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

◆
本
人
確
認
の
方
法

◇
公
的
機
関
が
発
行
す
る
運
転
免

許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
各
種
保
険

証
・
ま
た
は
作
成
時
に
確
認
が
な

さ
れ
る
社
員
証
・
学
生
証
の
い
ず

れ
か
を
提
示

証
明
書
の
提
示
を
拒
否
さ
れ
た

人
に
つ
い
て
は
、
献
血
を
お
断
り

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

一
度
本
人
を
証
明
す
る
証
を
提

示
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
次
回
は

氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
に
よ
る
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
健
環
境
課
か
ら

在
宅
ケ
ア
研
修
会
の
お
知

ら
せ

療
養
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

人
や
そ
の
家
族
が
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
、
慣
れ
親
し
ん
だ
家

族
や
地
域
の
人
々
の
中
で
療
養
生

活
を
送
る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
、

最
後
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
生
活
で

き
る
在
宅
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
保
健
医

療
福
祉
関
係
者
と
地
域
住
民
が
一

体
と
な
り
そ
の
方
策
を
考
え
る
こ

と
を
趣
旨
に
、
左
記
の
日
程
で
講

演
会
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

き
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
11
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
会
場
／
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容

□
講
演

①
「
医
療
と
介
護
の
一
体
化
で
つ

く
る
在
宅
ケ
ア
」

講
師
／
萌
気

会
理
事
長
黒
岩
卓
夫
先
生

②
「
あ
た
た
か
い
地
域
介
護
を
め

ざ
し
て
」

講
師
／
萌
気
会
理
事

長
西
嶋
公
子
先
生

□
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
「
支
え
き
れ

る
在
宅
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
し

て
」

座
長
／
中
村
宏
先
生
（
ク

リ
ニ
ッ
ク
あ
し
た
ば
院
長
）

■
問
合
せ
／
参
加
希
望
者
は
町
保

健
環
境
課
に
11
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

受付時間：午後０時３０分～１時

ポリオ

１１月　４日（木）

１１月　５日（金）
平成１６年６月３０日以前
に生まれた幼児

健康管理センター

町コミュニティセンター

三種混合（百日ぜき・ジフテリア・破傷風）

１１月１０日（水）

１１月１１日（木）
平成１５年９月３０日以前
に生まれた幼児

町コミュニティセンター

健康管理センター

予
防
接
種

運転免許証

ご提示いただくものの例

パスポート健康保険証

●年の誕生日まで有効 

00000000000号 

天　津　太　郎 
千葉県安房郡天津小湊町●● 
同上 
平成●年●月●日 

氏名 
本籍 
住所 
交付 

00年00月00日 
00年00月00日 

健康保険証 

●●● 

日本国 
旅　券 

JAPAN 
PASSPORT
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学生のときの保険料の後払いは？ 国 
民 
年 
金 
だ 
よ 
り 

私は２年前学生で、保

険料を納めることがで

きなかったので、「学生納付特

例制度」の手続きをしました。

今、就職しているので、その

とき納められなかった保険料

を納めたいのですが、どうす

ればいいのでしょうか？

社会保険事務所へご連絡ください。

学生納付特例制度や保険料の免除を受けた期間は、その承認を受けた期

間から１０年以内であれば、あとから保険料を納める（追納する）ことができます。

追納するには社会保険事務所へご連絡のうえ、送られてきた納付書でお近くの

金融機関や郵便局、コンビニエンスストアで納めてください。

納める順番は古い月から順番に納めていただくようになりますが、学生納付特

例制度と保険料免除期間が両方あるときは、学生納付特例制度の期間から納める

ようになります。

追納額は年度によって異なり、来年の３月までに納める場合の追納額は表１の

とおりですが、平成１３年度以前の保険料については一定の加算額がつきます。

もし追納できない場合は、将来、老齢基礎年金を受けるときには受給資格期間

（年金を受けるために必要な年数）の計算には入りますが、年金額の計算の際に

は表２のようになります。表１：平成１７年３月末日までに追納する場合の１ヶ月分の保険料額

平成６年度

平成７年度

平成８年度

平成９年度

平成１０年度

平成１１年度

平成１２年度

平成１３年度

平成１４年度

平成１５年度

全額免除・学生納付

特例を受けた年度 保険料（円） 加算額（円）
追納額（円）

追納額の内訳

１１，１００

１１，７００

１２，３００

１２，８００

１３，３００

″

″

″

″

″

４，９８０

４，３８０

３，７１０

３，０００

２，２６０

１，６６０

１，０９０

５３０

０

０

１６，０８０

１６，０８０

１６，０１０

１５，８００

１５，５６０

１４，９６０

１４，３９０

１３，８３０

１３，３００

１３，３００

表２：追納できない場合の年金額

学生納付特例制度

全額免除

半額免除

年金額の計算

入りません

納付した場合の３分の１として

計算します

納付した場合の３分の２として

計算します

※ただし、半額の保険料を納付し

ていないと未納扱いとなります

よい子
のみん

な

あつま
れ！！

よい子
のみん

な

あつま
れ！！

えほん
よみきかせ会

えほん
よみきかせ会

えほん
よみきかせ会

７月のえほん７月のえほん
「しょうぼうじどうしゃじぷた」 

「おおきなかぶ」 

「ワニくんのむかしばなし」 

「なかよくしたら」 

「ともだちや」 

「じゅげむ」 

「はらぺこあおむし」など 

７月のえほん７月のえほん

「しょうぼうじ
どうしゃじぷた

」 

「おおきなか
ぶ」 

「ワニくんの
むかしばなし

」 

「なかよくした
ら」「ともだち

や」 

「じゅげむ」「
はらぺこあお

むし」など 

１０月の
絵本よみきかせ

１１月の
　　　絵本よみきかせ

６日（土）　午後１時～２時 
 中央公民館 

「シーフカ・ブールカまほうの馬」 
「えかきさんとことり」 
「もっちゃう　もっちゃう　もうもっちゃう」 
「こいぬがうまれるよ」 

２０日（土）　午後１時～２時 
中央公民館 

「はんぶんこ」 
「ぶたぶたぶた」 
「うごいちゃだめ！」 
「ともだちほしいなおおかみくん」 

ひにち 
ところ 
よむえほん 

ひにち 
ところ 
よむえほん 

 
ほんとうはとっても

さみしがりやでやさしいのに、
森のどうぶつたちはおおかみ
くんをこわがってあそんで
くれません・・・。 

 
おしっこ、したーい！！トイ

レを求めてひでくんがデパートに
飛び込みます。ところがトイレは工
事中。ガマンして、ガマンして、や
っとみつけたトイレは・・・。 

日時日時 

場所場所 

１１月１３日（土） 
午後午後１時３０分～分～３時 
 地域福祉地域福祉センター 

日時 

場所 

１１月１３日（土） 
午後１時３０分～３時 
 地域福祉センター 

新

しい
おも
ちゃもイッパイ入りました。

みん
な遊
びにきてね！！

新

しい
おも
ちゃもイッパイ入りました。

みん
な遊
びにきてね！！
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いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
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町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 
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い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

今回は鴨川市内にある主な官・民の、教育、文化、スポ
ーツ関係施設を紹介します。

①－Ａ　早稲田大学「鴨川セミナ
ーハウス」（太海多目的公益用地内）
通年型セミナー棟や全天候型テニ
スコート、多目的グラウンドなど
があります。
これらの施設は、市民に有料で開
放されます。

①太海多目的公益用地
太海（ふとみ）多目的公益用地は、県の「房総リゾート地域整備構想」
の一翼を担う「鴨川コンベンションリゾート」の中核として、成田国際
空港都市、幕張新都心、かずさアカデミアパークなどと連携し、南房総、
あるいは県の特色のある集客拠点、情報・文化の発信拠点としての役割
を受け持ちます。

城西国際大学の学部生、院生を対象とし
た福祉研修・実践・実技の場として活
用。社会人向けコミュニティーカレッジ
の設置や宿泊施設などを備えた多目的キ
ャンパス。
市民は、学生との交流を図る「えんがわ
ラウンジ」や「えんがわセミナー室」な
ども利用できます。（要予約）

8
10

R410
MAPMAPR128

2

1

6

7

4

ウ 

ア 

オ 

エ 

イ 

カ 

5
9

3

教
育
施
設

文
化
施
設

ス
ポ
ー
ツ
施
設

①－Ｂ
城西国際大学
「安房ラーニン
グセンター」
（太海多目的公益用地内）

前原横渚海岸・海浜プロムナード沿
いにできた、海を臨む通年型セミナ
ーハウス。ゼミやサークル活動のほ
か、レクリエーションの拠点として
活用。年間6,000人の利用が見込ま
れます。

② 東 洋 大 学
「鴨川セミナー
ハウス」

④郷土資料館
鴨川の生活の今と昔、農業
や漁業の歩みを様々な資料
から学ぶことができます。
市民は、入館料無料です。

⑤市民ギャラリー
１階は鴨川市出身の彫刻家、長谷川●
氏の作品を常設展示。２階の展示室は
各種団体や個人の作品発表のためのス
ペース（使用料は有料ですが、市民は
安く使用できます）。入場料無料。た
だし、有料の企画展の場合もあります。

⑥市民会館
975席の多目的ホー
ル。使用料は有料で
すが、市民は安く使
用できます。

⑦県立鴨川青年の家
「海」をテーマにした海洋型の
青少年研修施設。研修内容とし
ては、カッター、シーカヤック
などの野外活動のほか、芸術文
化、レクリエーション活動がで
きます。

その他に、
あ「みんなみ
の里農村文
化室」、い「道
の駅・鴨川
オーシャン
パーク」な
どもありま
す。

その他に、 「大川面運動広場」、 「宮運動場」、 「海浜プロムナー
ド」、「県立嶺岡キャンプ場」などもあります。

⑧総合運動施設
温暖な気候の中で、思
いっきりスポーツを楽
しめます。使用料は有
料ですが、市民は安く
使用できます。

⑨魚見塚一戦場公園
テニスコート、屋内体育
館、スーパースライダー、
レストハウスなどが完
備。毎月第２日曜日には
フリーマーケットが開か
れ、家族そろって楽しめ
ます。

⑩鴨川フィッシャリーナ
県営鴨川漁港内にある、海洋レ
クリエーション基地。多くの人
が海に親しめるための施設で、
プレジャーボート６０隻収容で
き、遊歩道、ダブルデッキ、ト
イレなど併設しています。陸上競技場

サブグランド（ソフトボール場）

サッカー場野球場

文化体育館

MAPMAPMAP

約７万冊の図書を所蔵。図書
館が閉まっている時には、返
却ポストか、ジャスコ４階市
民サービスセンターなどで資
料を返却できます（一部除く）。
各種講座も行っています。

ア 

 イ 

 ウ  エ  オ 

 カ 

③市立図書館
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●国保に加入する人
職場の健康保険（健康保険組合や共済組合など）に加入している人や、生活保

護を受けている人以外は、職業や年齢に関係なくみなさんが国保に加入します。

○お店などを経営している自営業の人　○農業や漁業などを営んでいる人

○退職して職場の健康保険などをやめた人　

○パートやアルバイトなどをしていて、職場の健康保険などに加入していない人

●外国籍の人も加入します 外国人登録をしていて、１年以上日本に滞在するものと認

められた外国籍の人も加入します。

●加入は世帯ごとに加入します。
国保では世帯ごとに行います。国保では、未成年者や幼児、世帯主や家族の区別なく、一人ひとりが被保険者となります

が、加入手続きは世帯主が行い、一世帯に一枚の保険証が交付されます。

保険証は大切に！
保険証は国保の被保険者であることの証明書であり、病気やけがなど

でお医者さんにかかるときに必要な受診券です。取扱いに気をつけ、

大切に保管しましょう。

●記載内容を確認しましょう。勝手に書きかえたりすると無効になり

ます。

●受診のときは必ず病院などの窓口に。

●必ず手元に保管しましょう

●保険証は再交付されます。紛失したり、破れたり、更新があったと

きはすみやかに届出ましょう

●他人に貸したり借りたりしてはいけません。法律により罰せられま

す。

●資格がなくなったら返しましょう。職場の健康保険に加入したり、

他の市区町村へ転出する場合は忘れずに返却を。

★長期出張・長期旅行・仕事の都合などで保険証がもう１枚必要なときは、申請すると遠隔地用の被保
険者証が発行されます。必要な人は町保健環境課までご相談ください。

国保に加入するとき
①他の市区町村から転入したとき（職場の健康保険な
どに加入していないとき）
②職場の健康保険などをやめたとき
③子どもが生まれたとき
④生活保護を受けなくなったとき

国保をやめるとき
①他の市区町村へ転出したとき
②職場の健康保険などへ加入したとき
③死亡したとき
④生活保護を受け始めたとき

こくほのしくみ

天津小湊町と鴨川市の合併決定書となる

「鴨川市・天津小湊町廃置分合決定書」が

１０月１３日（水）、堂本暁子県知事から

交付されました。

決定書の交付は県庁で行われ、片桐、本

多両首長、県からは堂本知事をはじめ、総

務部長、市町村課長、市町村合併支援室長、

齋藤美信県議が出席。堂本知事が決定書を

読み上げた後、両首長に手渡されました。

両市町の合併は知事が総務大臣に届け出

た後、告示され、来年２月１１日に、新

「鴨川市」が誕生します。

１０月１３日（水）県知事から合併決定書が交付１０月１３日（水）県知事から合併決定書が交付

◆手続きはできるだけ１４日以内にしましょう！
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親
会
出
席

11
日
（
土
）
小
湊
幼
小
中
運
動
会

出
席

12
日
（
日
）
天
津
中
体
育
祭
出
席

13
日
（
月
）
定
例
町
議
会
開
催

14
日
（
火
）
県
漁
港
課
来
庁

定
例
課
長
補
佐
会
議
開
催

15
日
（
水
）
定
例
町
議
会
開
催

16
日
（
木
）
安
房
郡
町
村
会
出
席

18
日
（
土
）
天
津
幼
小
運
動
会
出

席19
日
（
日
）
白
井
貫
富
津
市
長
選

出
陣
式
出
席

20
日
（
月
）
社
会
福
祉
協
議
会
合

併
契
約
調
印
式
出
席

21
日
（
火
）
交
通
安
全
出
動
式
出

席
建
設
工
事
入
札
執
行

課
長
会
議
開
催

22
日
（
水
）
町
敬
老
会
開
催

24
日
（
金
）
町
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
出
席

町
高
齢
者
肖
像
画
伝
達

極
真
空
手
松
井
館
長
就
任
10
周

年
祝
出
席

27
日
（
月
）
係
長
会
議
開
催

館
山
青
年
会
議
所
来
庁

小
川
前
成
田
市
長
訪
問

午
前
中
、
定
例
係
長
会
議
が
終

９
　
　
月

１
日
（
水
）
辞
令
交
付
式
挙
行

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
道
路
愛
護
表

彰
伝
達
式
挙
行

２
日
（
木
）
課
長
会
議
（
議
会
対

策
）
開
催

３
日
（
金
）
道
路
整
備
全
国
協
議

会
平
成
17
年
度
道
路
関
係
予
算
概

算
要
求
説
明
会
出
席

地
域
高
規
格
「
鴨
川
・
大
原
道
」

整
備
促
進
協
議
会
設
置
に
伴
う
関

係
代
議
士
特
別
顧
問
就
任
依
頼
実

施
国
会
陳
情
実
施

４
日
（
土
）
日
本
青
年
会
議
所
千

葉
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
大
会
出
席

千
葉
経
済
大
学
附
属
高
校
甲
子

園
出
場
ベ
ス
ト
４
報
告
会
出
席

５
日
（
日
）
防
災
訓
練
、
避
難
訓

練
お
よ
び
機
械
員
訓
練
実
施

６
日
（
月
）
７
３
０
定
例
課
長
会

議
開
催

南
房
総
水
道
企
業
団
議
会
結
果

報
告
来
庁

９
日
（
木
）
町
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
出
席

10
日
（
金
）
定
例
町
議
会
開
催

合
併
首
長
会
議
出
席

経
済
懇
談
会
講
演
会
お
よ
び
懇

え
た
あ
と
、
来
庁
予
定
者
も
久
し

ぶ
り
に
な
く
時
間
が
空
い
た
。

夕
方
に
は
、
安
房
郡
市
町
村
長

会
議
が
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
空

き
時
間
を
利
用
し
て
成
田
市
に
趣

く
こ
と
に
し
た
。
目
的
は
小
川
国

彦
前
成
田
市
長
の
個
展
訪
問
と
小

川
前
市
長
に
会
い
、
�
首
長
哲
学
�

を
学
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。

小
川
前
市
長
は
昭
和
８
年
成
田

市
に
生
ま
れ
、
現
在
71
歳
で
あ
る
。

若
い
頃
は
苦
労
さ
れ
、
旧
社
会
党

系
の
代
議
士
秘
書
も
含
め
、
働
き

な
が
ら
中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業
、

そ
の
後
千
葉
県
議
会
議
員
３
期
、

衆
議
院
議
員
６
期
、
平
成
３
年
に

前
立
腺
ガ
ン
で
半
年
間
入
院
さ
れ

た
後
の
平
成
７
年
成
田
市
長
に
当

選
し
、
２
期
市
長
を
務
め
、
平
成

15
年
３
月
市
長
を
辞
任
す
る
。
辞

任
の
理
由
は
「
空
港
圏
、
11
市
町

村
合
併
」
を
推
進
し
、
政
治
生
命

を
賭
け
て
取
り
組
ん
だ
も
の
の
、

成
田
市
議
会
で
否
決
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
議
場
を
出
て
市
長
室

に
戻
り
な
が
ら
辞
任
の
決
意
を
固

め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

空
港
圏
11
市
町
村
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
っ
た
小
川
前
市
長
は
一
人
の

政
治
家
と
し
て
、
又
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
責
任
感
、
そ
し
て

決
意
と
潔
癖
さ
を
基
に
し
た
決
断

力
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

最
近
、「
我
が
50
年
の
政
治
生
活
に

悔
い
は
な
し
」
と
し
て
回
想
録
を

発
行
さ
れ
た
。
前
歴
は
別
と
し
て
、

私
が
学
び
、
尊
敬
す
る
一
人
と
し

て
の
小
川
前
市
長
は
、
成
田
市
長

と
し
て
の
数
々
の
偉
業
は
あ
る
も

の
の
、
ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
全

国
６
９
６
の
市
を
対
象
に
行
わ
れ

た
�
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
�
で

成
田
市
が
全
国
で
も
っ
と
も
住
み

良
い
都
市
と
し
て
第
１
位
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

小
川
前
市
長
の
「
公
約
」
が
実

現
し
た
の
で
あ
る
。

市
長
に
な
っ
た
頃
は
、
快
適
性

が
１
３
４
位
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
む
ろ
ん
の
こ
と
経
済
力
、
成

長
度
、
利
便
性
、
住
居
水
準
充
実

度
な
ど
の
判
断
に
基
づ
い
た
、
総

合
的
な
結
果
な
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
首
長
な
ら
誰
も
が
そ
の
目

的
を
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

又
一
方
、
本
町
に
も
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
既
に
本
町
も
実
施

し
、
今
も
続
い
て
い
る
「
全
国
門

前
町
サ
ミ
ッ
ト
」
の
提
唱
者
で
も

あ
る
。
提
唱
に
至
る
ま
で
は
、
交

流
の
あ
っ
た
永
六
輔
さ
ん
の
指
導

を
仰
い
だ
そ
う
で
あ
る
。
今
回
、

又
お
会
い
で
き
、
語
っ
て
く
れ
た

こ
と
は
「
片
桐
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
け
ど
人
に
学
び
、
そ
し
て
人

を
作
る
、
人
を
広
げ
る
こ
と
で
す

よ
。
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
」
で
あ
っ
た
。

昨
夜
は
人
を
広
げ
る
た
め
に
東

京
で
本
町
に
も
係
わ
り
の
深
い
、

極
真
空
手
松
井
館
長
の
パ
ー
テ
ィ

に
出
席
し
、
多
く
の
芸
能
界
、
政

界
関
係
者
と
も
交
流
し
、
�
外
堀

を
埋
め
る
�
が
ご
と
く
の
思
い
で
、

天
津
小
湊
地
域
の
引
き
合
い
の
糸

口
を
つ
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

郡
町
村
会
出
席

29
日
（
水
）
地
域
高
規
格
道
路
鴨

川
・
大
原
道
路
、
鴨
川
・
勝
浦
両

市
長
と
の
打
合
せ

30
日
（
木
）
Ｊ
Ｒ
外
房
線
新
型
房

総
特
急
試
乗
会
出
席

長
谷
川
　
氏
並
び
に
大
森
良
三

氏
個
展
訪
問

■
町
へ

□
千
葉
県
自
動
車
整
備
振
興
会

鴨
川
支
部
　
様

１
０
３
、
０
０
０
円

寄
付
あ
り
が
と
う

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
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～町長外交ひた走り～ 

町長日誌番外編 
片
桐
有
而
の 

貴乃花親方、演出家のテリー伊藤さん、俳優の川野
太郎さんなどにもお会いし、町のＰＲをさせていた
だきました。

清澄山と極真カラテにちなんで・・・

「国際空手道連盟極真会館・松井章圭館長
就任１０周年祝賀会」にて。

９/２４

前成田市長小川氏と。全国６９６市
でもっとも住みよい都市第１位の成
田市をつくりあげた、前成田市長に
コツを学び、併せて町をＰＲ。

あまつこみなと＆全国門前町サミットにちなんで・・・

「小川国彦政治生活５０周年展」
９/２７

鴨川市長と車窓を見つつ、違った視点で新市づく
りを語りあいました。同じ外房の九十九里町長と
の意見交換も。

新鴨川市づくりの一助とするにちなんで・・・

「ＪＲ東日本　Ｅ２５７系新型房総特急試乗会」
９/３０

前成田市長前成田市長 

鴨川市長 

九十九里町長 

松井章圭館長 

貴乃花親方 

前成田市長 

長谷川　氏 

前成田市長 

鴨川市長 

九十九里町長里町長 

松井章圭館長 

貴乃花親方 

九十九里町長 

長谷川　氏 

前成田市長 

鴨川市長 

九十九里町長 

松井章圭館長松井章圭館長 

貴乃花親方 

松井章圭館長 

長谷川　氏 

前成田市長 

鴨川市長 

九十九里町長 

松井章圭館長 

貴乃花親方 

テリー伊藤さん 

長谷川　氏 

前成田市長 

鴨川市長 

九十九里町長 

松井章圭館長 

貴乃花親方貴乃花親方 貴乃花親方 

長谷川　氏 

前成田市長 

鴨川鴨川市長市長 

九十九里町長 

松井章圭館長 

貴乃花親方 

鴨川市長 

長谷川　氏 

コレステロール値が気になる人の食事相談
牛乳や乳製品には動物性脂肪がたくさん含まれていると聞きます。

コレステロール値が高い人は、牛乳や乳製品をとらないほうがよいのですか？

〈食事アドバイス〉
「牛乳・乳製品」は、コレステロール値を上昇させやすい動物性脂肪を多く含んでいます。しかし、

骨粗鬆症予防のためにも、カルシウムが豊富な「牛乳･乳製品」はからだに必要な食べ物です。です

から、適量さえ守ればとったほうがよいのです。

健康ブームの現在、様々な種類の低脂肪の乳製品（低脂肪乳・低脂肪ヨーグルト・低脂肪チーズ・

スキムミルクなど）が売られていますので、そういった商品を利用してみてはいかがでしょうか。

「牛乳・乳製品」の適量は、牛乳だけでとる場合、
１日にコップ２杯弱（２４０ｇ）です。コップ1
杯の牛乳とヨーグルト1個（１００ｇ）がだいた
い同じエネルギー量です。
チーズは週１～２回程度（1回の目安量：スライ
スチーズ1枚）なら安心でしょう。
「牛乳・乳製品」のほか、青菜、大豆製品、海藻、
小魚にもカルシウムが多く含まれています。

△控えたい乳製品
濃厚牛乳・飲むヨーグルト

生クリーム・アイスクリーム

◎おすすめ乳製品
低脂肪の表示のあるもの

スキムミルク

様々な食品か
らカルシウムをと
ると、バランスのよ
い食事につながり
ます！

保 健 師 

ワ ン ポ イ ン ト 

ア ド バ イ ス 

栄 養 士 
の 

と 

Vol 29
影山美影山美弓 影山美弓 

野宮和歌子野宮和歌子 野宮和歌子 Ｑ

A

実入トンネル水族館事業
の提唱者、大森良三氏の
個展に足を運びました。

新たな観光地づくりにちなんで・・・

「大森良三氏個展」
９/３０

前成田市長 

鴨川市長 

九十九里町長 

松井章圭館長 

貴乃花親方 

大森良三氏 

長谷川　氏 
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議
会
だ
よ
り発行人　天津小湊町議会議長 吉田勝敏

編　集　議 会 広 報 編 集 委 員 会 No.112

郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
協
議
会

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
協
定
調
印
式

議
会
広
報
編
集
委
員
会

例
月
出
納
検
査

決
算
審
査

臨
時
議
会

県
知
事
へ
廃
置
分
合
（
町

村
合
併
）
申
請
書
提
出

三
芳
村
長
県
町
村
会
長
就

任
祝
賀
会

町
温
泉
組
合
設
立
総
会

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
協
議
会

例
月
出
納
検
査

町
防
災
訓
練

定
例
議
会

定
例
議
会

県
町
村
議
会
議
長
会
議
長

自
治
研
修
会

定
例
議
会

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
社

会
福
祉
協
議
会
合
併
契
約

調
印
式

例
月
出
納
検
査

７
　
月

８
　
月

９
　
月

２８2022232630３５202526５101314152024

�������������������
議
会
の
主
な
う
ご
き

議長に吉田勝敏氏・
副議長に麻生政広氏 選出される

議長に吉田勝敏氏・
副議長に麻生政広氏 選出される

合
併
を
控
え
、
大
事
な
時
期
に

再
度
、
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す

る
次
第
で
す
。
浅
学
非
才
で
あ
り

ま
す
が
、
今
、
お
か
れ
て
い
る
立

場
を
十
二
分
に
認
識
し
、
議
員
各

位
の
皆
様
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
賜

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

合
併
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
９

月
定
例
議
会
で
副
議
長
に
選
任
を

賜
り
、
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
議
員
と
し
て
そ
の
経

験
も
浅
く
、
浅
学
非
才
で
あ
り
ま

す
が
、
先
輩
議
員
の
ご
支
援
を
賜

り
、
一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会

運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
議
長

を
補
佐
し
、
是
々
非
々
を
貫
き
、

公
平
で
民
主
的
な
町
政
に
努
め
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
住
民
の
皆
様
に
は
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

議
員
各
位
の
協
力
を
仰
ぎ

皆
様
の
期
待
に
応
え
た
い

吉
田
勝
敏
議
長

議
長
を
補
佐
し

公
平
で
民
主
的
な
町
政
を

麻
生
政
広
副
議
長
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議
会
だ
よ
り

15
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
福
祉
の
充
実
と
町
の

特
性
を
生
か
し
た
、
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
、
暮
ら
し
よ
い
町
づ
く
り

を
目
指
す
と
と
も
に
「
気
配
り
、

目
配
り
が
行
き
と
ど
き
、
風
通
し

の
よ
い
町
政
」
を
念
頭
に
お
き
、

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
統
合
中

学
校
の
建
設
、
ひ
か
り
保
育
所
の

移
転
改
築
を
含
め
、
町
の
実
施
計

９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
15
日
ま
で
の
６
日
間
に
わ
た
り
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
議
会
で
は
、
10
日
開
会
日
町
長
か
ら
概
要
説
明
の
あ
と
、
任

期
半
ば
の
議
会
人
事
案
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
議
長
に
吉
田
勝
敏
議
員
、

副
議
長
に
麻
生
政
広
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
13
日
か
ら
の
一
般
質
問
で

は
、
２
人
の
議
員
が
10
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
次
に
、
監
査
報
告
、
一

般
会
計
な
ど
の
決
算
の
認
定
、
専
決
処
分
、
教
育
委
員
・
消
防
委
員
・
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
・
財
産
区
委
員
の
選
任
、
一
般
会
計
な
ど
の
補
正

予
算
、
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

15
年
度
決
算
の
概
要

画
を
中
心
に
各
種
事
業
の
優
先
順

位
を
見
極
め
な
が
ら
、
行
財
政
の

推
進
を
し
て
き
ま
し
た
。

一
般
会
計
ほ
か
、
５
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳
入
総

額
62
億
４
千
４
０
６
万
円
で
前
年

度
と
比
較
す
る
と
13
・
９
％
の
増
、

歳
出
総
額
59
億
５
千
４
３
０
万
円

で
14
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額
35
億

４
千
５
８
３
万
円
で
21
・
４
％
の

増
、
歳
出
総
額
33
億
７
千
２
４
１

各
常
任
委
員
会
な
ど

構

成

一

覧

９
月
定
例
議
会
（
９
月
10
日
）

で
、
２
年
交
代
の
申
し
合
わ
せ
に

よ
る
正
・
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
各
常
任
委
員
会
、

組
合
議
会
議
員
な
ど
が
、
次
の
と

お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

常

任

委

員

会

総
務
常
任
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
員

〃
　

〃
　

〃
　

産
業
観
光
常
任
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

員
　

〃
　
　
　
　

〃
　
　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長
　
　

委

員
　

〃
　
　
　
　

〃
　

西
宮
　
米
造

辰
野
　
利
文

吉
田
　
勝
敏

大
和
田
　
智

森
　
　
喜
吉

高
橋
　
　
猛

松
本
　
鶴
松

西
川
　
和
広

長
谷
川
秀
雄

松
本
　
良
幸

稲
村
　
庫
男

久
野
　
國
松

吉
村
　
貞
一

麻
生
　
政
広

滝
口
　
久
夫

斎
藤
　
英
夫

長

狭

地

区

衛

生

組

合

議
　
　
員

〃
　
　
　
　

〃
　
　
　

吉
田
　
勝
敏

麻
生
　
政
広

久
野
　
國
松

安
房
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合

議
　
　
員

〃
　
　
　
　
吉
田
　
勝
敏

麻
生
　
政
広

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員
　

〃
　
　

〃
　

〃
　

長
谷
川
秀
雄

西
川
　
和
広

麻
生
　
政
広

吉
村
　
貞
一

辰
野
　
利
文

西
宮
　
米
造

万
円
で
21
・
６
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

歳
入
で
は
、
町
税
が
６
億
６
千

８
９
２
万
円
で
３
・
８
％
の
減
で
、

町
民
１
人
当
た
り
の
税
負
担
額
は

８
万
９
千
84
円
と
な
り
ま
す
。
地

方
交
付
税
は
10
億
３
千
１
２
０
万

円
で
13
・
９
％
の
減
。
町
債
は
５

億
４
千
７
６
０
万
円
で
１
７
２
・

９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
人
件
費
が
８
億
７

千
５
５
５
万
円
で
７
・
０
％
の
減
、

公
債
費
は
４
億
６
２
８
万
円
で

７
・
６
％
の
減
、
投
資
的
経
費
は

７
億
２
千
６
３
９
万
円
で
１
６

８
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

町
債
の
状
況
は
、
15
年
度
末
現

在
高
は
33
億
３
千
４
３
３
万
円
で

７
・
４
％
増
加
し
、
公
債
比
率
は

18
・
０
％
で
債
務
負
担
行
為
を
含

む
比
率
は
18
・
０
％
と
な
り
、
町

民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
44

万
４
千
45
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
一
般
会
計
ほ
か
６
会
計
の
決
算
を
認
定

歳
入
総
額
35
億
４
千
５
０
０
万
円

歳
出
総
額
33
億
７
千
２
０
０
万
円

一
般
会
計
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議
会
だ
よ
り

歳
入
歳
出
と
も
大
幅
な
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
大
き
な
理
由
と
し

て
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
統

合
中
学
校
の
校
舎
建
設
に
着
手
し

た
こ
と
と
、
ひ
か
り
保
育
所
の
移

転
改
築
工
事
が
完
成
し
た
こ
と
が
、

主
な
要
因
で
す
。

ま
た
、
例
年
各
町
内
会
か
ら
の

要
望
が
あ
る
住
宅
環
境
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
を
考
慮
し
、

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
の
決
算
は
、
収

益
総
額
３
億
３
千
２
８
２
万
円
に

対
し
、
水
道
事
業
費
用
は
３
億
１

千
３
３
２
万
円
で
、
１
千
９
４
９

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

15
年
度
は
９
・
96
％
の
料
金
改

定
初
年
度
で
す
が
、
収
益
総
額
の

約
８
割
を
占
め
る
水
道
料
金
が
わ

ず
か
２
・
３
％
増
に
と
ど
ま
り
、

主
な
理
由
と
し
て
は
、
給
水
人
口

の
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
使
用
料

の
減
少
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
費
用

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
１
名
減
や

小
修
繕
の
方
法
を
変
え
る
な
ど
に

よ
り
、
約
３
％
の
減
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
比
で
給
水
人
口
の
１
％
減

少
、
有
収
水
量
の
６
％
減
少
と
な

り
ま
し
た
が
、
年
間
の
総
給
水
量

は
逆
に
１
・
８
％
増
と
な
り
、
こ

の
要
因
は
漏
水
が
考
え
ら
れ
、
今

後
引
き
続
き
漏
水
調
査
を
実
施
し
、

漏
水
防
止
対
策
の
必
要
な
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
ほ
か
、
３
委

員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
に
つ
き
委
員
選
任
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
、
議
会
は
賛

成
し
可
決
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

・
齋
藤
　
彬
　
氏
（
再
任
）

内
浦
１
８
３
５
番
地

・
田
仲
　
隆
　
氏
（
再
任
）

清
澄
２
１
０
番
地

消
防
委
員
会
委
員

（
議
会
選
出
）

・
斎
藤
英
夫
　
氏
（
再
任
）

内
浦
２
９
４
０
番
地

・
吉
村
貞
一
　
氏
（
再
任
）

浜
荻
６
２
７
番
地
１

・
麻
生
政
広
　
氏
（
再
任
）

天
津
１
４
０
８
番
地
１

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

・
齋
藤
　
衛
　
氏
（
再
任
）

浜
荻
１
３
２
２
番
地

・
吉
田
孝
男
　
氏
（
再
任
）

内
浦
１
４
番
地

・
安
田
富
次
　
氏
（
再
任
）

天
津
１
１
０
９
番
地

天
津
・
浜
荻
・
清
澄
財
産
区

管
理
会
委
員

・
村
田
教
清
　
氏
（
再
任
）

浜
荻
１
１
４
５
番
地

合
併
準
備
経
費
負
担
金

な
ど
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

１
億
２
千
８
２
６
万
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
34
億
７
千
４

９
８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
の
主
な
も
の
は
、
鴨
川
市

と
の
合
併
に
よ
り
、
役
場
庁
舎
を

支
所
お
よ
び
分
室
と
し
て
活
用
す

る
た
め
の
費
用
と
、
鴨
川
市
役
所

の
議
場
や
庁
舎
の
修
繕
、
電
算
シ

ス
テ
ム
統
合
な
ど
の
費
用
の
２
分

の
１
を
町
で
負
担
す
る
合
併
準
備

経
費
負
担
金
、
ご
み
焼
却
場
施
設

改
修
、
町
道
お
よ
び
排
水
路
補
修

工
事
の
追
加
、
小
湊
温
泉
組
合
補

助
金
、
統
合
中
学
校
建
設
に
伴
う

天
津
中
学
校
既
設
校
舎
解
体
工
事
、

中
央
公
民
館
屋
上
防
水
工
事
な
ど

の
追
加
費
用
で
す
。

人

事

水道事業会計 

歳入 

歳出 

差引 

歳入 

歳出 

差引 

歳入 

歳出 

差引 

歳入 

歳出 

差引 

歳入 

歳出 

差引 

歳入 

歳出 

差引 

歳入 

歳出 

差引 

収益的収入 

収益的支出 

差引 

資本的収入 

資本的支出 

差引 

資本的収支の不足額は、当年度分損益勘定留保資金などで補填 

会計別 15年度 1４年度 増減額 増減率（%） 

（単位：千円） 
１5年度各会計決算額と対前年度比較 

一
般
会
計 

国
保
会
計 

老
人
保
健 

会
　
　
計 

介
護
保
険 

会
　
　
計 
清
澄
簡
易 

水
道
会
計 

財
産
区 

会
　
計 

合
　
　
計 

3,545,832 

3,372,417 

173,415 

919,755 

856,310 

63,445 

1,064,056 

1,030,526 

33,530 

494,178 

487,175 

7,003 

12,601 

4,491 

8,110 

207,645 

203,385 

4,260 

6,244,067 

5,954,304 

289,763

2,921,011 

2,772,746 

148,265 

885,156 

809,492 

75,664 

1,157,925 

1,132,023 

25,902 

490,168 

482,176 

7,992 

11,301 

4,274 

7,027 

17,099 

10,325 

6,774 

5,482,660 

5,211,036 

271,624

624,821 

599,671 

25,150 

34,599 

46,818 

△12,219 

△93,869 

△101,497 

7,628 

4,010 

4,999 

△989 

1,300 

217 

1,083 

190,546 

193,060 

△2,514 

761,407 

743,268 

18,139

21.4 

21.6 

17.0 

3.9 

5.8 

△16.1 

△8.1 

△9.0 

29.4 

0.8 

1.0 

△12.4 

11.5 

5.1 

15.4 

1,114.4 

1,869.8 

△37.1 

13.9 

14.3 

6.7

15年度 1４年度 増減額 増減率（%） 

332,823 

313,328 

19,495 

20,331 

74,085 

△53,754

300,868 

323,516 

△22,648 

23,418 

86,052 

△62,634

31,955 

△10,188 

42,143 

△3,087 

△11,967 

8,880

10.6 

△3.1 

△186.1 

△13.2 

△13.9 

△14.2

広報11-12  04.10.27 10:04 A M   ページ 12



13

議
会
だ
よ
り

滝
口
久
夫
議
員

《
１
》
町
政
の
財
政
破
綻
は
、

大
き
な
要
因
と
し
て
大
型
ホ
テ
ル

な
ど
に
、
水
・
ゴ
ミ
の
優
遇
策
を

長
年
に
わ
た
っ
て
取
り
続
け
た
結

果
で
、
こ
の
負
の
遺
産
を
新
市
に

引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
さ
ら
に
財
政

を
圧
迫
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
町
長
は
鴨
川
市
長
に
立
候
補

ま
た
は
職
務
執
行
者
と
な
る
お
考

え
は
。

町
長

新
市
に
向
け
て
全
力
を

傾
注
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
現
段
階

で
は
白
紙
の
状
態
で
す
。

《
２
》
た
び
た
び
質
問
し
て
い

る
が
昭
和
58
年
３
月
の
定
例
議
会

で
、
大
型
ホ
テ
ル
が
町
の
水
道
水

を
利
用
す
る
名
目
で
あ
っ
た
が
、

実
際
は
町
専
用
の
井
戸
水
を
利
用

と
い
う
不
当
表
示
か
ら
始
ま
り
、

大
型
ホ
テ
ル
が
水
道
を
利
用
し
水

不
足
が
考
え
ら
れ
る
事
か
ら
奥
谷

第
二
ダ
ム
を
５
億
２
千
万
円
で
建

設
、
第
二
ダ
ム
は
水
利
権
の
問
題

で
２
か
月
間
の
利
用
、
１
か
月
約

３
万
ト
ン
は
町
の
需
要
量
の
約

０
・
５
％
に
し
か
満
た
な
い
が
、

第
二
ダ
ム
は
本
当
に
必
要
だ
っ
た

か
。
大
型
ホ
テ
ル
が
本
来
予
定
の

使
用
料
の
水
道
料
金
は
、
推
定
で

20
年
間
で
約
８
億
円
に
達
す
る
の

で
は
。
町
の
飲
料
水
に
つ
い
て
は
、

広
域
水
道
事
業
団
に
年
間
約
１
億

２
千
万
円
の
負
担
金
を
支
払
い
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
財
政
を
大
き
く

圧
迫
、
収
入
源
と
な
る
資
源
ゴ
ミ

の
缶
も
、
年
間
約
８
０
０
万
円
業

者
に
支
払
っ
て
い
た
。
不
当
な
財

産
の
交
換
、
駆
け
込
み
公
共
事
業

な
ど
、
合
併
に
向
け
財
政
を
圧
迫

し
た
主
だ
っ
た
要
因
を
挙
げ
反
省

材
料
と
し
改
善
を
強
く
求
め
、
住

み
良
い
環
境
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
努
力
を
促
し
ま
す
。

町
長

諸
施
策
、
諸
事
業
は
議

会
議
員
が
審
議
さ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ゴ
ミ
な
ど
を
集
積
所
へ
持

ち
出
す
事
が
困
難
な
世
帯

に
対
し
、
ゴ
ミ
な
ど
の
個

別
回
収
・
収
集
を
提
案
し

ま
す《１

》
ゴ
ミ
出
し
が
困
難
な
高

齢
者
・
障
害
者
・
要
支
援
・
要
介

護
の
方
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
有

料
で
、
ま
た
、
近
所
の
方
が
捨
て

て
い
る
方
も
い
る
が
本
人
の
精
神

的
な
負
担
が
大
き
い
わ
け
で
、
ま

た
、
生
活
保
護
世
帯
は
ゴ
ミ
袋
無

償
提
供
だ
が
、
生
活
保
護
世
帯
よ

り
苦
し
い
状
況
に
あ
る
生
活
弱
者

の
方
に
行
政
と
し
て
手
を
差
し
伸

べ
る
べ
き
で
は
。

町
長

実
態
調
査
の
中
で
手
を

差
し
伸
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
、

軽
い
も
の
で
も
重
い
も
の
が
あ
る

こ
と
は
十
分
に
受
け
止
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
長
は
、
鴨
川
市
長
に
立
候
補
、
ま
た
職
務

執
行
者
と
な
る
考
え
は
あ
る
か
伺
い
ま
す

16
年
第
２
回
臨
時
議
会
が
７
月

30
日
招
集
さ
れ
、
同
日
閉
会
さ
れ

ま
し
た
。
臨
時
議
会
で
は
、
専
決

処
分
の
承
認
、
合
併
関
係
議
案
、

一
般
会
計
の
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

廃
置
分
合
（
町
村
合
併
）
を
可
決

安
房
郡
天
津
小
湊
町
及
び
鴨
川
市

の
廃
置
分
合
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

天
津
小
湊
町
と
鴨
川
市
を
廃
し
、

新
た
に
「
鴨
川
市
」
の
設
置
を
、

県
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
に
つ
き
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

安
房
郡
天
津
小
湊
町
及
び
鴨
川
市

の
廃
置
分
合
に
伴
う
財
産
処
分
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

両
市
・
町
が
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る

財
産
を
、
全
て
新
し
い
「
鴨
川
市
」

に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
内
容
で
、

鴨
川
市
長
と
協
議
す
る
た
め
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

安
房
郡
天
津
小
湊
町
及
び
鴨
川
市

の
廃
置
分
合
に
伴
う
議
会
の
議
員

の
定
数
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

新
市
の
議
会
の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
、
鴨
川
市
と
協
議
す
る

こ
と
に
つ
き
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

内
容
は
、
新
市
の
議
会
の
議
員

の
定
数
は
20
人
と
す
る
も
の
で
す
。

安
房
郡
天
津
小
湊
町
及
び
鴨
川
市

の
配
置
分
合
に
伴
う
経
過
措
置
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

合
併
後
の
議
会
議
員
お
よ
び
農

業
委
員
会
の
公
選
委
員
の
任
期
に

つ
い
て
は
、
合
併
特
例
法
で
経
過

措
置
が
規
定
さ
れ
て
い
て
、
在
任

期
間
に
つ
い
て
は
、
関
係
市
町
村

の
協
議
に
よ
り
定
め
る
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
関
係

市
町
村
の
議
会
の
議
決
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
両
市
町
そ
れ
ぞ
れ
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

内
容
は
、
議
会
議
員
は
18
年
５

月
31
日
ま
で
、
農
業
委
員
会
の
公

選
委
員
は
、
合
併
後
６
か
月
間

（
17
年
８
月
10
日
ま
で
）
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
在
任
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

一
般
質
問
と
答
弁

麻
生
政
広
議
員

《
１
》
統
合
中
学
校
名
「
安
房

東
中
学
校
」
の
校
名
変
更
の
考
え

が
あ
る
か
ど
う
か
？
　
15
年
第
１

回
臨
時
会
で
の
反
対
討
論
で
も
言

い
ま
し
た
が
、
安
房
郡
市
11
市
町

村
の
合
併
が
断
念
さ
れ
、
ま
た
、

天
津
小
湊
町
は
鴨
川
市
と
の
合
併

と
な
り
、
現
在
は
安
房
郡
の
８
町

村
で
合
併
が
進
ん
で
、
新
市
の
名

称
は
「
南
房
総
市
」
と
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。「
安
房
」
な
ど
と
い
う

名
は
ど
こ
に
も
出
て
き
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
統
合
中
学
校
の

「
安
房
東
中
学
校
」
の
校
名
変
更
の
考
え
は

校
名
制
定
委
員
会
で
の
審
議
結
果
で
変
更
は
考
え
て
い
な
い
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議
会
だ
よ
り

議案第２９号

議案第３０号

議案第３１号

議案第３２号

議案第３３号

議案第３４号

議案等の番号 件　　　　　　名 議決結果

専決処分の承認を求めることについて（平成16年度天津小湊町水道事業会計補正

予算（第１号））

安房郡天津小湊町及び鴨川市の廃置分合について

安房郡天津小湊町及び鴨川市の廃置分合に伴う財産処分に関する協議について

安房郡天津小湊町及び鴨川市の廃置分合に伴う議会の議員の定数に関する協議に

ついて

安房郡天津小湊町及び鴨川市の廃置分合に伴う経過措置に関する協議について

平成16年度天津小湊町一般会計補正予算（第２号）の議定について

承 認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

賛成全員

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

第２回臨時議会の審議結果一覧表（７/30）

報告第　３号

認定第　１号

認定第　２号

認定第　３号

認定第　４号

認定第　５号

認定第　６号

議案等の番号 件　　　　　　名 議決結果

監査報告について

平成15年度天津小湊町一般会計決算の認定について

平成15年度天津小湊町国民健康保険事業特別会計決算の認定について

平成15年度天津小湊町老人保健特別会計決算の認定について

平成15年度天津小湊町介護保険特別会計決算の認定について

平成15年度天津小湊町清澄簡易水道事業特別会計決算の認定について

平成15年度天津小湊町天津・浜荻・清澄財産区特別会計決算の認定について

報　　告

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

賛成多数

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

９月定例議会の審議結果一覧表（９/10 ～ ９/15）

名
を
「
安
房
東
中
学
校
」
と
し
た

わ
け
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
住
民

に
対
し
説
明
が
つ
か
な
い
現
状
で

す
。天

津
小
湊
町
と
い
う
貴
重
な
文

化
や
歴
史
を
後
世
ま
で
残
す
方
向

の
考
え
と
逆
行
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
鴨
川
市
を
例
に

取
り
ま
す
と
、
鴨
川
中
・
長
狭

中
・
江
見
中
と
な
っ
て
い
て
、
将

来
的
に
見
て
も
そ
ぐ
わ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

町
長

校
名
制
定
委
員
会
に
検

討
を
お
願
い
し
、
そ
の
中
で
の
過

程
を
経
た
審
議
結
果
で
あ
り
、
変

更
す
る
考
え
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

統
合
中
学
校
建
設
は

な
ぜ
指
名
競
争
入
札
か

大
規
模
事
業
の
た
め
、

安
心
で
き
る
業
者
か
ら
選
定

《
１
》
統
合
中
学
校
建
設
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

統
合
中
学
校
建
設
工
事
費
は
、

町
で
は
指
名
競
争
入
札
で
行
い
ま

し
た
が
、
現
在
、
国
・
県
な
ど
で

は
一
般
競
争
入
札
で
行
っ
て
い
ま

す
。
郡
内
で
も
、
最
近
は
一
般
競

争
入
札
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
現
に
丸
山
・
和

田
町
で
は
一
般
競
争
入
札
を
採
用

し
た
の
に
、
何
ゆ
え
に
町
は
指
名

競
争
入
札
な
の
か
、
町
長
に
伺
い

ま
す
。

町
長

指
名
参
加
願
の
出
て
い

る
業
者
、
指
名
審
査
基
準
に
定
め

ら
れ
た
数
、
県
の
評
価
点
数
方
式

の
ラ
ン
ク
付
け
、
事
業
費
金
額
に

よ
り
選
定
し
た
も
の
で
す
。
今
後

も
引
き
続
き
公
明
性
の
確
保
は
十

分
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

備
品
の
寄
贈
は

予
算
の
中
で
検
討

《
１
》
備
品
に
つ
い
て
は
、
東

急
建
設
か
ら
寄
贈
し
て
も
ら
っ
て

は
ど
う
か
？

町
長

記
念
品
は
と
も
か
く
と

し
て
、
予
算
化
さ
れ
た
も
の
の
中

で
検
討
し
ま
す
。

姉
妹
町
だ
よ
り

新
『
身
延
町
』
誕
生

平
成
16
年
９
月
13
日
、
身

延
町
・
下
部
町
・
中
富
町
が

合
併
し
、
新
「
身
延
町
」
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

日
蓮
聖
人
の
取
り
持
つ
縁

で
昭
和
46
年
３
月
、
本
町
と

身
延
町
は
姉
妹
町
と
し
て
結

ば
れ
、
以
来
両
町
の
間
で
議

会
は
相
互
理
解
と
親
睦
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
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議
会
だ
よ
り

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
申
し

ま
す
が
今
年
の
夏
は
地
球
温
暖
化

と
い
わ
れ
る
中
、
観
測
史
上
ま
れ

に
み
る
真
夏
日
の
新
記
録
、
ま
た

台
風
に
よ
る
暴
風
大
雨
は
全
国
に

大
被
害
を
も
た
ら
し
自
然
の
脅
威

を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ま
し
た
。

さ
て
、
来
年
２
月
と
決
ま
っ
た

鴨
川
市
と
の
合
併
も
い
よ
い
よ
最

終
の
段
階
の
協
議
に
入
り
、
し
か

も
順
調
に
運
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
併
行
し
て
進
め
ら

れ
て
い
る
鴨
川
市
社
会
福
祉
協
議

会
・
天
津
小
湊
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
合
併
契
約
調
印
式
が
９
月
20

日
多
勢
の
関
係
者
の
立
会
の
も
と

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

の
時
代
に
か
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
お
互
い
に
皆
で
助
け
合
い
の
心

を
実
践
活
動
に
生
か
し
社
会
福
祉

活
動
の
活
性
、
推
進
を
図
る
基
盤

と
し
て
、
新
鴨
川
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
誕
生
を
来
年
２
月
25
日
と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
人

間
の
英
知
と
労
力
で
更
な
る
発
展

の
で
き
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

心
豊
か
な
地
域
・
社
会
づ
く
り

に
皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

委
員
長
　
長
谷
川
秀
雄

認定第　７号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

議案第４２号

議案第４３号

議案第４４号

議案第４５号

議案第４６号

議案第４７号

議案第４８号

議案第４９号

陳情第　５号

選挙第　２号

選挙第　３号

選任第　１号

互選第　１号

選挙第　４号

選挙第　５号

選任第　２号

互選第　２号

議案等の番号 件　　　　　　名 議決結果

平成15年度天津小湊町水道事業特別会計決算の認定について

専決処分の承認を求めることについて（平成16年度天津小湊町一般会計補正予算

（第３号））

教育委員会委員選任につき同意を求めることについて

教育委員会委員選任につき同意を求めることについて

消防委員会委員選任につき同意を求めることについて

消防委員会委員選任につき同意を求めることについて

消防委員会委員選任につき同意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員選任につき同意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員選任につき同意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員選任につき同意を求めることについて

天津・浜荻・清澄財産区管理会委員選任につき同意を求めることについて

平成16年度天津小湊町一般会計補正予算（第４号）の議定について

平成16年度天津小湊町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の議定につ

いて

平成16年度天津小湊町介護保険特別会計補正予算（第１号）の議定について

平成16年度天津小湊町天津・浜荻・清澄財産区特別会計補正予算（第１号）の議

定について

平成16年度天津小湊町水道事業会計補正予算（第２号）の議定について

「国における平成17年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書

議長の選挙について

副議長の選挙について

常任委員会委員の選任について

常任委員会委員長及び同副委員長の互選について

長狭地区衛生組合議会議員の選挙について

安房郡市広域市町村圏事務組合議会議員の選挙について

議会広報編集委員会委員の選任について

議会広報編集委員会委員長及び同副委員長の互選について

認 定

承 認

同 意

同 意

同 意

同 意

同 意

同 意

同 意

同 意

同 意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報　　告

選　　挙

選 挙

選　　任

互 選

指名推薦

指名推薦

選 任

互　　選

賛成多数

賛成多数　

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成多数
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募　集
と

おしらせ

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 
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 募 集とおしらせ 

合 併 だより 
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い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

広報あまつこみなと 
2004年　11月号 

平成１６年分
年末調整等説明会のお知らせ
館山税務署では、給与を支払う法人および個人事業者

（白色申告者）を対象とする「平成1６年分年末調整等説

明会」を開きます。給与事務を担当されている人は、ご出

席ください。給与支払報告書等も配布します。

本町を対象とした説明会の日時は次のとおりです。

●１１月１７日（水）／鴨川市役所４階大会議室

午後１時３０分～３時３０分

●当日都合の悪い人は、次の開催日に出席できます。

○１１月1５日（月）／千倉町漁村センター

午後１時３０分～３時３０分

○１１月１７日（水）／鴨川市役所４階大会議室

午前１０時～正午

○１１月１８日（木）／鋸南町中央公民館

午後１時３０分～３時３０分

○１１月１９日（木）／館山市コミュニティセンター

午前１０時～正午・午後1時３０分～３時３０分

●問合せ／館山税務署　源泉所得税担当　　　　　　　　　

�０４７０（２２）１０６７（直通）

�０４７０（２２）０１０１（代表）

全国一斉
「女性の人権ホットライン」

夫による妻への暴力やセクハラ、ストーカーなどの女

性をめぐる各種の人権問題について、「女性に対する暴力

をなくす運動」期間中、全国一斉に人権擁護委員が「女

性の人権ホットライン」を通じて、相談に応じることに

なりました。

千葉県女性の人権ホットラインでは、次のとおり相談

に応じますのでどうぞお電話ください。

●日時／１１月２１日（日）午前１０時～午後５時まで

●対応者／千葉県人権擁護委員連合会　女性人権擁護委

員（弁護士を含む）

●電話／０４３（２４７）９９２２

●問合せ／千葉県人権擁護委員連合会事務局（千葉地方

法務局人権擁護課内）

�０４３（２４７）３５５５

防衛庁より
自衛隊生徒募集のお知らせ
中学校卒業者などを対象に、若い人たちを専門技術

者として養成する制度です。生徒教育３年終了時には、

高等学校の卒業資格を取得できます。

●応募資格／平成１７年４月１日現在、１５歳以上１７

歳未満の男子で中学校卒業者（見込含）

●受付期間／１１月１日（月）～来年１月１１日（火）

●試験○第１次試験／１月１５日（土）

●受験案内・問合せ／自衛隊千葉地方連絡部館山募集

事務所

�０４７０（２２）０３８５

リストラ・セクハラ・いじめ…
職場でのトラブルの解決をお手伝いします
民事的な労使間のトラブルを解決するため、千葉労働局

では個別相談・情報提供を実施するほか、相手方に対し紛

争解決のためのアドバイスを実施する「助言・指導」、紛争

調整委員により両当事者の和解の機会を提供する「あっせ

ん」を実施しています。

●問合せ

○千葉労働局総務部企画室

�０４３（２２１）２３０３

○千葉駅前総合労働相談コーナー

�０４３（２４６）４１２１

鴨川自然王国からお知らせ
龍村仁監督作品映画
「地球交響曲第五番」上映会
●日時／１１月２１日（日）

開場：午後１時　開演：午後１時３０分

●会場／鴨川市民会館

●料金／前売り：１，８００円　当日：２，０００円

※龍村仁監督と加藤登紀子さんの対談は午後１時３０分～、

映画上映は午後２時３０分～となります。

●問合せ／コアクリップ編集室

�０４７０（２３）７５４１
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広報あまつこみなと 
2004年　11月号 

17

墓
洗
ふ
熱
き
墓
石
に
手
を
触
れ
て

中
村
　
富
美

吹
き
募
る
風
に
音
寂
ぶ
芒
原
　

吉
野
　
照
子

身
に
入し

む
や
動
け
ば
動
く
翳
ひ
と
つ

斉
藤
い
し
子

赤
蜻
蛉
帽
に
と
ま
ら
せ
鎌
を
研
ぐ

渡
辺
　
澄
子

今
日
も
は
や
過
去
と
な
り
行
く
月
の
道

小
谷
　
敏
子

紅
葉
や
登
る
石
段
友
の
手
に

金
井
　
喜
一

土
手
の
背
に
ひ
そ
と
あ
り
け
る
女
郎
花

松
本
　
敏
子

秋
冷
や
寂
し
さ
連
れ
て
そ
っ
と
来
る

斉
藤
　
房
子

鳥
影
も
見
え
ず
岬
の
野
分
め
く

斉
藤
　
　
博

鍬
入
れ
る
土
の
た
し
か
や
野
分
去
る

久
野
八
重
子

冷
や
か
な
黒
部
の
ダ
ム
の
水
し
ぶ
き

中
野
　
ミ
ヨ

一
夜
明
け
空
一
枚
の
野
分
晴
　

北
浦
　
テ
ル

女
郎
花
若
き
人
逝
く
世
の
名
残

西
川
ま
さ
子

粟
花
や
明
治
の
人
の
つ
つ
ま
し
く

石
井
き
よ
子

寝
そ
び
れ
て
一
人
の
夜
半
や
肩
の
冷

根
本
美
智
子

秋
冷
の
灯
台
を
打
つ
波
し
ぶ
き

北
浦
　
春
子

久
に
訪
ふ
黄
を
増
す
里
の
女
郎
花

今
井
　
峰
月

銀
漢
や
村
一
本
の
川
流
れ長

谷
川
安
夫

家
鴨
親
子
水
面
は
秋
の
深
き
影

西
宮
　
き
み

秋
刀
魚
売
る
店
主
の
如
才
な
か
り
け
り

西
宮
　
鉄
雄

闇
深
く
な
り
ゆ
く
路
地
の
秋
暑
か
な

白
鳥
　
謹
司

曼
珠
沙
華
と
き
に
大
き
な
波
崩
れ

西
宮
　
米
造

秋
晴
の
展
望
台
へ
の
ぼ
り
け
り

野
村
　
照
雄

乱
れ
萩
城
址
へ
つ
づ
く
女
坂

野
村
　
　
子
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警察からお知らせ
指名手配被疑者の検挙にご協力を！
警察では、特に重大な犯罪を行って逃走中の指名手配

被疑者をリストアップし、これらの犯罪者を逮捕するた

め、１１月中に全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行う

こととしています。

そのためには、町民のみなさんのご協力が是非とも必

要です。指名手配被疑者によく似た人を見かけたなど、

どんなささいなことでも結構です。是非とも警察に通報

するようお願いします。

また次の点についてもご協力をお願いします。

◆「事件かな」と思ったら迷わず１１０番を！

◆犯罪について知っていることは積極的に通報を！

◆聞込み捜査にご協力を！

◆被害にあったときは必ず届出を！

●連絡先／１１０番・または鴨川警察署・最寄の交番

なお、オウム真理教特別手配についての情報は、次の

フリーダイヤルを設けています。

０１２０－００６０２４（オウム２４時間）

あなたの街は、どんな街ですか？
「わが街の俳句・川柳コンクール」募集
住まう土地の魅力や、住まう人々の心の機微をテーマ

とした俳句・川柳を募集します。

●賞／最優秀特選（俳句部門１名・川柳部門１名）…賞

金５０万円＋個人作品集企画出版＋合同作品集掲載など

●応募規定／俳句・川柳いずれかのジャンルで応募点数

１人５点以内、未発表・自作のもの、作品にまつわるエ

ピソード・〒・住所・氏名（ふりがな・ペンネームは本

名を併記）・生年月日・性別・電話番号を明記のうえ下

記の応募先へ

●応募先

○はがき・封書／〒１００－８６９１東京中央郵便局私書箱第

４４５号「わが街の俳句・川柳コンクール１－Ｋ」事務局

○ＦＡＸ／０３（５４６４）３１５４

○インターネット／

http://www.lifeisart.info/wagamachi

●締切／１１月１５日（月）当日消印有効

●問合せ／�０３（５４８５）１２２２

入園者３，０００万人達成記念
「鴨川シーワールド子ども写生大会」募集
●開催期間／１１月３０日（火）まで

●開催時間／９時～１７時（平日は１６時３０分閉園）

●実施場所／鴨川シーワールド園内

●題材／園内の動物たちや風景

●参加料／写生大会に参加する千葉県在住の４才～中学生は入

園料・参加料無料。同、付添者は入園料２０％割引（５名まで）

●応募／参加希望者は、往復はがきにて（参加する子の

名前・学年・住所・電話番号・保護者氏名・来園希望日

を明記）下記宛先に申込

●申込先／〒２９６－００４１　鴨川市東町１４６４－

１８「鴨川シーワールド子ども写生大会」係
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（その8）

秋晴れの澄みきった青空の
もと、町内の幼稚園、保育所
のこどもたちがおイモほりを
楽しみました。
土の中からゾロゾロでてく

るおイモに子どもたちはおお
はしゃぎです。
こんなにたくさんのおイモ、
食べられるかなあ・・・。

町内いもほり大会にて

イタリアで１９２７年に誕生したミッレミリアの７０周年にあたる１９９７
年に始まり、今大会で８回目を迎える“ラ・フェスタ　ミッレミリア”。
日本で唯一国際クラシックカー連盟公認の国際ラリーであるこの大会が、１０
月３日～７日の日程で開催、走る芸術品とも言える珠玉の名車アルファ・ロメ
オなど１０９台が、１０月６日、天津小湊町内を走り抜けました。
参加エントリーされている堺正章さん、近藤真彦さん、西田ひかるさんなど、
テレビでおなじみの有名人が通ると、沿道からはひと際大きい歓声があがりま

した。

ラ・フェスタ　ミッレミリア
La Festa Mille Miglia ２００４

堺正章さん

東儀秀樹さん（雅楽師）
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